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実践報告

Ⅰ　はじめに
本研究は、大塚特別支援学校（知的障害）が地域の小

学校や桐が丘特別支援学校（肢体不自由）との連携によ
り、知的障害と肢体不自由を併せ有する重複障害児に対
して行った連携研究の最終年度に当たる。これまで松原
ら（2006）や、安川ら（2008）（2009）による知的障害
児養護学校と肢体不自由養護学校の連携などが報告され
てきた。対象児は公立学校に在籍し、大塚特別支援学校
（知的障害）の小学部に６年間通級してきた。中学部か
らは地域の特別支援学校（肢体不自由）の中学部への転
校を希望している。そのため、小学部から中学部（他校）
へのスムーズな支援の引き継ぎを進めるツールが求めら
れた。また在籍校（通常学校）での交流をより進めるた
め、通常の学級の子どもたちとの関わりのきっかけとな
るようなツールも併せて検討した。
本研究では重複障害児に対し、知的障害や肢体不自由

教育の専門性を生かしたサポートブックを作成し、その
活用方法を検討することを目的する。
Ⅱ　サポートブックとは
サポートブックは使用目的により様々な形態や使い方

が考えられる。今回紹介する「サポートブック」は、い
ろいろな支援の際に支援者に利用してもらうために携帯
型の冊子とした。内容は障害のある本人の特性やコミュ
ニケーションの取り方、さまざまな場面での対応の仕方
などを具体的に、見やすくまとめたものである。

Ⅲ　作成したサポートブックの特徴
小学 6年生の重複障害児のＡ児に対して、「移行支援
用」と「お友達用」の 2�種類のサポートブックを作った。
どちらのサポートブックも記載する情報を絞り、利用す
る支援者が見て分かり易いもの、つまり、16 ～ 18 ペー
ジ程度の短時間で読めるものを作成した。
「移行支援用サポートブック」は、小学部から中学部

（他校）への引き継ぎ用で、使用期間を新学期が始まっ
て 2～ 3ヶ月と限定して考えた。移行期に必要になると
思われる情報を絞り込こみ、一日の生活の流れに沿った
形で項目や順番を配置した。さらに各ページに大きな余
白を設け、「訂正情報」、「新しい発見」などを書き込み
やすくし、臨機応変に改訂ができるような工夫をした（表
1）。
「お友達用サポートブック」は、交流を進めるツール
として役割を持たせたいと考え、Ａ児と関わる子ども達
が一緒に遊ぶ場合のヒントや困ったときの対処法、疑似
体験として車いすから見える風景の紹介、車椅子の操
作のポイントなど、対象児をより深く理解し、楽しく、
安全に関わるための具体的な内容を盛り込んだ（表 2）。
なお、どちらのサポートブックも肢体不自由の特別支援
学校（筑波大学附属桐が丘特別支援学校・筑波大学特別
支援教育研究センター）の教師から作成の際にアドバイ
スを頂いた。

重複障害児に対するサポートブックを使った支援と
在籍校（通常の学校）での６年間の交流を振り返って
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表1　移行支援用サポートブックの特徴

①使用期間を移行期に限定
②情報も移行支援に必要なものに限定
③余白を多くして書き込みやすくした

Ⅳ　作成したサポートブックの具体的な内容
１　移行支援用サポートブック
移行支援用サポートブックで取りあげた内容は表 3��

の 12 項目である。
これまでサポートブックの問題点として、多くの時間

をかけて作ったのに引き継ぎ者に全然見てもらえない、
現場で活用されていないなどの例がよく挙げられる。こ
れらの問題を解決するため、今回のサポートブックは、
多くの情報の中で移行期に必要な情報だけを絞り込み、
個別の指導計画のように十分な情報を網羅したものには
あえてしなかった。それにより意図的に引き継ぎ者に加
筆してもらうチャンスが増えることを期待している。さ
らに全てのページに大きな余白も意図的に設け、普段の
生活の中で気づいたことをすぐにメモできるように工夫
した（図１）。新しい支援者が余白部分に加筆すること
によって、愛着が持てるオリジナルなサポートブックが
簡単に、短時間で作れるメリットを持たせたいと考えた。
サポートブックは、見開きで一つの支援項目がおおよ

そ理解できるようになっている（図 2）。ページの右側
に支援者に特に伝えたい情報を分かり易く簡潔に表示し
た。さらに文字の上には○×式のマークを付け、その情

報を一目で理解できるように工夫した。ページの左側に
は、介助の際に必要なポイントを数行の箇条書きで記述
している。
12 の各支援項目の順番は一日の生活を時系列に配列
し、支援者がサポートブック使用する際に利用しやすい
内容配列になっている。さらに検索がしやすいように、
各ページには見出しのタグをつけ、すぐに目的のページ
が探せるように工夫した。
食事の引き継ぎは多くの情報を必要とする。そのため、
食事形態や摂食の細かな注意事項等は移行予定の特別支
援学校で使用している実態表をそのまま載せた。この中
には 26 項目のチェック欄があり、食事の際に注意する
事項が文章で細かに記述されている。そこで、サポート

表2　移行支援用サポートブックの特徴

①通常学級の子ども達との交流を進めるツール
②関わり方のヒント集
③疑似体験、障害理解の深化を期待

図１　余白を大きく設けたページレイアウト

表3 　移行支援用サポートブックの項目

表紙
一日の流れ
健康や注意事項
トイレの介助方法
これまでの学習や注意事項
コミュニケーション方法
好きなこと
食事介助の方法
外出時の注意点
緊急連絡先
サポートブックとは
メモ欄

図2　見開きで一つの支援項目を表示する
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ブックには図 3のような簡単な説明文と、食事姿勢、カッ
トテーブルや座位保持椅子の写真などを載せ食事のとき
の様子をイメージしやすいようにした。その他にもトイ
レでの介助についてのポイント（図 4、図 5）や自立活動、
その他の学習活動における健康上の注意点や、これまで

やってきた学習の紹介（図 6）なども掲載した。特に指
導場面の写真や指導のポイントを簡潔に示すことで、今
までやってきた学習をスムーズに引き継ぎ、新しい学習
へ移る際のヒントになるように工夫した。
２　お友達用サポートブック
「お友達用サポートブック」の内容は表 4の 12 項目
である。名前の通りＡ児の同級生やお友達が利用するた
めのサポートブックである。Ａ児を支えるのは大人の支
援者ばかりでなく、周りにいる多くの仲間こそ身近な支
援者なのではないかという発想である。
サポートブックを利用するのは同級生を想定している
ので、サポートブック内で使用する言葉や内容を小学生
でもわかるように優しく表現してある。対象学年はＡ児

図6　これまでやってきた学習の紹介

図3　食事場面の簡単な説明と写真 図5　トイレ介助でのポイント2

図4　トイレ介助でのポイント１

筑波5巻.indd   38 11.4.4   3:04:51 PM



39

と同じ小学 6年生を想定している。
Ａ児は普段は特別支援学校で学習しているが、在籍は

家の近くの小学校にあり、そこへ毎朝通っている。Ａ児
にとってはクラスの友達は小学校 1年生の時から知って
いる顔馴染みの仲間である。しかし、普段の小学校での
活動は朝の会への参加しかなく、子ども同士の関わり合
いは極めて少ない。行事に参加するときも、遠慮ぎみ
に 2～ 3人の友人が近づいてきて、手を握ることや挨拶
をする程度の関わりしか見られなかった。そこでＡ児を
さらに深く理解し、楽しく関わってもらうためのヒント
集としてのサポートブックの作成をめざした。また、積
極的な交流を進めていくために具体的な「コミュニケー

ションの取り方」（図 7）や、「遊び方」（図 8）「こんな
時はどうする？」（図 9）などの関わり方のヒントをい
くつか示した。
障害の理解という点からはＡ児が普段見ている風景の

「疑似体験」（図 10）や「車椅子の安全な操作方法」（図

図7　コミュニケーションの取り方

図8　Ａ児との遊び方

図9　こんな時はどうする？

表4　お友達用サポートブックの項目

①表紙
②自己紹介
③Ａ児とのお話の仕方
④好きなもの
⑤嫌いなもの
⑥遊び方
⑦車いす介助のポイント
⑧Ａ児の目線
⑨こんなときどうする
⑩障害ってなあに
⑪Ａ児がいてよかった
⑫サポートブックとは
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図10　車椅子の疑似体験 図12　同級生の感想文の抜粋

図11　車椅子の安全な操作方法 図13　近年変わりつつある障害観の説明
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11）、さらに過去に行われた「Ａ児についての特設授業」
で書かれた「同級生の感想文」の抜粋（図 12）や、近
年変わりつつある障害観についての解説（図 13）など
も掲載し、障害について具体的なイメージと、正しい知
識を身につけてもらう工夫も行った。
在籍校の学校長や担任の先生の許可を頂き、積極的に

子ども達に車椅子に触れてもらう機会を増やしてもらっ
た。「お友達用のサポートブック」も検索がしやすいよ
うに、各ページに見出しのタグが付けられている。
Ⅴ　サポートブックを使う理由
丸岡（2005）や佐藤（2006）、瀬戸口ら（2006）、服

部・宮崎（2008）などこれまでにサポートブックは多く
の場所で作られ、様々な形態で利用されてきた。また支
援環境を整える協同ツールとしての有効性も示されてい
る（武藏・高橋　2006）。
一方で高橋（2006）はサポートブックを使わなかった

場合に、支援者と支援される側と保護者の間でよく起こ
る問題点などを指摘している。例えば保護者は支援者に
どこまでまかせてよいか、支援方法をどの程度伝えたら
よいか迷い、遠慮しがちであること。また支援者も戸惑
いや不安、保護者への遠慮でどこまで関わっていいのか
がわかないこと。そのような状況では情報の共有化は進
まないだけでなく、支援方法のズレや誤解や混乱が生じ
やすく、支援を受ける本人も混乱や不安に陥りやすいこ
となどが挙げられている。
サポートブックは、今必要な情報を、短時間で、分か

り易く提示できるなどのメリットがあるが、その他にも
多くのメリットがある。今回サポートブックを使った理
由をいくつかを挙げてみる。
基本的に開示できる情報で構成されているので、多く

の支援者に利用してもらえ、情報の共有化が進みやすい。
サポートブックに直接記入することができれば、色々

な場所で、日々の情報の蓄積を容易に行うことができ、
支援の引き継ぎに役立つ。
一冊の冊子になっているので、何処へでも持ち運びが

容易であり、学校内で利用しやすい。
支援者がサポートブックの作成に関わることによっ

て、「より深い障害理解」、「正確な実態把握」、「支援方
法の明確化」などが要求され、確実に支援者のレベルアッ
プに繋がっていく。
サポートブックは日常生活における情報の共有化を進

め、保護者と支援者をしっかり繋ぐツールとして有効で
あり、それは支援される側にとっても安心な活動を保証

し、今の生活を楽しむゆとりを生み出す可能性がある。

Ⅵ　サポートブックの使用の実際
今回作成された 2つのサポートブックはどちらも実際
に使用された。「移行支援用サポートブック」は移行先
の特別支援学校で使用してもらい、4ヶ月後に担当の教
師から以下の感想を頂いた。
（１）最初はみんなで見て活用したが、4ヶ月もすると
担当者以外は日常的には見なくなった。
（２）支援内容の説明に○、×が付いているのは分かり
易かった。
（３）チームで共通確認するツールとして役に立った。
特に担当者は助かった。
また、改良点として以下の 3点が挙げられた。①本人
が発信するイエス、ノーのサインをもっと詳しく教えて
もらえると良かった。②一日スケジュールは移行先の学
校のものではなく、これまでの学校での一日の流れを記
述してもらう方が、利用する側からすると参考になる。
③摂食は担当者がサポートブックを読んで支援する時間
的な余裕が無いことが多く、その場の状況に合わせての
支援になることが多かった。
「お友達用サポートブック」は教室後方のロッカーの
上に常設してもらい、4ヶ月間在籍校の教室に置いても
らった。サポートブックを持って行った時の子ども達の
反応はよく、書かれている内容に興味を示してくれたが、
その後どの程度の子ども達が実際に読んでくれたか、ま
たそれを参考にどのようにＡ児と関わったかの検証がで
きなかった。

Ⅶ　今後の課題
今回作成した「移行支援用サポートブック」は移行直
後の 2～ 3ヶ月の使用を想定していたので、この点につ
いては十分その役割を果たしたものと考えられる。
課題として挙げられた、本人の発信するイエス、ノー
のサインについては、本人の表情の変化を見ることとし
たが、初めて支援する人にとっては判断が難しく、表情
の写真などがあると分かり易いと思われた。
一日のスケジュールは、時間割の調整などで年度に
よって変更があり、今回作ったものは活用できなかった。
また、排泄や休憩の時間など、これまでの生活の流れが
分かることが、移行先の新しい生活を始めるために必要
であることが分かった。
摂食指導は一日の活動の中でも最も気を遣う場面であ
る。Ａ児の場合は配慮事項が多いので、サポートブック
の役目として、食事の姿勢や椅子、机の形状、使ってい
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るスプーンなど、写真などを使って、これまでの支援方
法を一目で分かり易く示す必要があった。
「お友達用サポートブック」の導入においては、小学

6年生の 3学期は学校行事や受験などで忙しく、サポー
トブックについての感想などは得ることが出来なかっ
た。サポートブックの紹介や定期的な観察など、年度初
めからの計画的な取り組みが必要であった。
Ⅷ　 6 年間の交流を振り返っての同級生から送ら

れた作文
Ａ児は 6年間、双子の弟が通う地域の小学校に登校し、

その後、大塚特別支援学校で学習するという毎日を送っ
てきた。その中で小学校の運動会や様々な発表会などに
も参加した。小学校の子ども達は、大塚特別支援学校の
出前授業で、Ａ児と一緒に車椅子で街に出て、街のバリ
ヤー（障害）の存在を知り、大塚特別支援学校でＡ児が
どんな勉強をしているのかも学んだ。
いよいよ卒業が迫ったある日、同級生の子ども達から、

Ａ児へのメッセージが届いた。6年間の交流を振り返る
ものとしてその一部紹介する。
○ぼくは4年生の頃に、車いすに乗りました。その時、
すごく怖くなりました。なぜなら、坂道を下る時、後ろ
の人がうっかり手を離してしまったりすると思うと、す
ごく怖いからです。ぼくは、最初Ａ児は障害者なんだと
思っていました。だから、Ａ児は坂道が怖くないんだな
と思っていました。でも、Ａ児もちゃんと表情で気持ち
が出ていたので、Ａ児もぼくらと同じなんだなと思いま
した。
○はじめてＡ児に出会った時、車いすで移動しているの
を見て「かわいそうだな」と思ったことがあります。で
も、Ａ児が、がんばってボタンを押すところを見て、か
わいそうではなく、すごいなと思いました。なかなか動
かない腕を、がんばって挙げようとするところを見て、
すごいと思いました。それから、私はＡ児を、ふつうの
子として接していました。これから中学校へ行って、も
し、Ａ児みたいな子がいたら、友達になりたいです。
○Ａ児を最初に見た時、どうしたんだろう。なんで、車
イスに乗っているんだろう。私はそう思ってしまいまし
た。Ａ児が急に大きな声を出すと、私はびっくりしてし
まい、Ａ児が怖かった時もありました。でも、Ａ児の手
をふれてみたら、やさしく返してくれました。その時は、
すごく嬉しかったです。その時から、Ａ児への恐怖心も
なくなり、Ａ児のことを大好きになりました。
○6年の時には、朝あいさつのボタンを押していつも「お

はようございます」と鳴らすのが楽しみでした。ぼくは
前に、Ａ児のことのビデオをみた時、車イスでも楽しく
やっていたから、ぼくもがんばろうと勇気づけられたか
ら、Ａ児がいてよかったと思います。これからも、いっ
しょにがんばろうね。
○入学式のとき、はじめてＡ児に出会いました。はじめ
は、「何だろう、この人････。何もしゃべれないし、赤
ちゃんみたいで変な人」と思っていました。でも、障害
のことが分かった今では、あんなふうに思ってしまって
本当に申し訳なく思っています。その人なりにはすごく
大変なことだと思ったからです。そして、4年生の時か
らだと思いますが、Ａ児用のボタンみたいなものがあっ
て、それをがんばって押している姿をみて、すごいなぁ
と思いました。歩く練習もしていると聞いてびっくりし
ました。いろいろなことに挑戦しているＡ児は、えらい
です。これからもがんばってくださいね。
○最初は、なんで車いすで、しゃべれないのかな、と思
いました。けど、4年生の頃に、Ａ児のお母さんがみん
なの前で生まれた時から、どういうふうに育ったりとか、
Ａ児の事を詳しく教えてくれたおかげでよく分かりまし
た。最初は疑問が多かったけど、Ａ児のことが分かると、
Ａ児に対する気持ちが変わりました。あさ、Ａ児が元気
で手を挙げてくれると、ぼくも少し元気になって、やる
気が出ます。元気がないと、「がんばれ！」という気持
ちになりました。
○私は、いつでもＡ児に疑問を抱いていた。なぜ直接、
養護学校に行かないのだろうと。そして、私は気づいた
ような気がした。それは、「何も障害のない人に、Ａ児
のような人の事を通して、いろんなことを気づいてもら
いたい」と思ったのではないのかと。
○ぼくがはじめてＡ児に会った時、とても不思議に思い
ました。Ａ児は車いすに乗っていて言葉もしゃべれなく
て体に障害があったからです。しかし、ぼくは、Ａ児か
ら教わったものが二つあります。一つ目は障害のある人
に対する考え方です。ボクは、Ａ児を見て「なぜ、あの
ようになったのだろうと」と考えるようになりました。
「障害のある人に、どのように接したらいいのか」と考
えるようになりました。とくに、接し方は「かわいそう」
という考え方ではなく、「どうしたら一緒に生活できる
のか」という考え方に変わりました。二つ目は命の大切
さです。Ａ児は体に障害があるにもかかわらず、一生懸
命生きている姿を見て、とても感動しました。今まで、
ありがとうございました。
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